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卜
ご
あ
い
さ
つ

会
長

上
村

環

立
春
も
早
過
ぎ
、
日

一
日
と
春
の
兆
し

が
見
え
始
め
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
り
ま
す

が
、
皆
様
方
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
三
町
合
併
に
よ
る
志
布
志
市
の

幕
開
け
と
な
る
輝
か
し
い
年
と
な
り
ま
し

た
。
志
布
志
市
誕
生
と
同
時
に
社
会
福
祉

協
議
会
も
新
た
に
志
布
志
市
社
会
福
祉
協

議
会
を
発
足
さ
せ
、
新
役
員
も
選
任
さ
れ
、

会
長
の
拝
命
を
受
け
ま
し
た
。

さ
て
、
少
子

・
高
齢
化
の
進
展
等
社
会

環
境
が
変
化
す
る
中
、
広
く
住
民
や
福
祉

関
係
者
に
支
え
ら
れ
て
き
た
公
共
性
の
あ

る
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
住
民
参
加
に
よ

る
福
祉
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

地
域
福
祉
活
動
の
積
極
的
な
推
進
や
利
用

者
の
立
場
に
立

っ
た
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

な
ど
、
住
民
の
新
た
な
福
祉
需
要
に
き
め

細
か
く
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
旧
三
町
社
会
福
祉
協
議
会

は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
事
業
を
行

っ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
合
併
し
た
今
こ
そ
職
員

一

人

一
人
が
結
束
し
、
知
恵
を
出
し
合

っ
て

地
域
の
抱
え
る
諸
問
題
を
解
決
し
、
よ
り

専
門
的
に
、
そ
し
て
地
域
に
密
着
し
た
事

業
を
展
開
す
る
こ
と
が
志
布
志
市
の
福
祉

の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
く
る
と
考
え
ま
す
。

今
後
も

「誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
生
き
が
い
を
持

っ
て
生
活
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
役
職
員

一

同
邁
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

副
会
長

吉

岡

道

徳

新
年
の
夜
明
と
と
も
に
、
新
市
誕
生
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
心
か
ら
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

一
月
四
日
社
会
福
祉
法
人
志
布
志
市
社

会
福
祉
協
議
会
も
誕
生
致
し
ま
し
た
。
今

回
役
員
の
選
任
に
あ
た
り
副
会
長
と
し
て

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

市
民

一
体
感
を
実
感
で
き
る
こ
と
が
、

真
の
合
併
と
考
え
ま
す
の
で
、
市
民
と
十

分
に
連
携
を
取
り
な
が
ら

「共
生

。
協
働

に
よ
る
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
」
に

積
極
的
に
頑
張
り
地
域
福
祉
の
推
進
を
図

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
致
し

ま
す
。

|・・
I呻 ‖喘‖Ⅲ〉‖咄 ‖喘 1哺 ,中 V ttv咄 枷喘 I咄 擁爛 篠嗜 》嘲 餃効 》哺 絣摯 燎哺 》慟 》喘 班喘 傲嘲 》動 お囀 獲嘲 ″効 権咄ナ慟 y斗 ‖咄》嘲 W報 粧蛾 》動 優報 驚咄 》爛 研効 肝嗜 鷺喘 》咄 絣嘲 ,嘲 》嘲 ,効 〉喘 ‖嗜 I● ,‐ル

志布志市社会福祉協議会役員 紹介

榎 添 登美子
社会福祉事業を経営する団体の代表及び学識経験者

その他福祉関係機関団体

関連分野の団体の代表 (ボランテイア団体の代表) 加世田 敦 子

社会福祉法第44条 に規定する財務諸表等を監視し得る者

選 出 区 分 有明地区 志布志地区 松山地区

各種住民組織の代表

松 本 健 二 馬 場 興 市 福別府   勇

吉 国 敏 郎 洒 匂 景 ―

立 岡 怜 子 吉 松 弘 文

飯 川 幸 弘 西 江 園 明

柿 元 まゆみ

吉 田   守

下 村 常 樹
社会福祉事業を経営する団体の代表及び学識経験者 河原橋 和 典 吉 徳 伸 ― 佐々本 則 安

その他福祉関係機関団体

熊 谷 榛 香 山 中 俊 雄 坂ノ上 きよ子

金 光   明 岡 留 孝 子 立 山 春 雄

本 場 春 沢 重 信   渦 猪八重 孝 志
関連分野の団体の代表 (ボランテイア団体の代表) 春 田 良 子 里

（
松 久美子 中 島 新 互
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本所 ・支所ご案内

証蜃奮
所
丁899-7103
志布志市志布志町志布志32221
Te1  099-472-1800
Fax 099-472-1593

松山支所

事務局長 津 町   学

新 「志布志市社会福祉協議会」
の充実発展を目指して、地域住民
への福祉サービスが低下するこ
とがないように、本所 。各支所職
員―1/1Nとなり社会福祉活動を展
開して参ります。

T899-7601

志布志市松山町新橋268
Te1  099-487-2001
Fax 099-487-2001

松[|1支所長 山 元 加代子

これまでの経験を生かし、新し
い志布志市社会福祉協議会の地

域福祉活動の発展に努めて参り
ます。また、住民の意々が一層安
ノひして暮らせる福祉の環境を整
えていきたいと思います。

課長 :若 松 孝 3ム 課長 :有 馬 美津枝

地1域1福|■1係主事 :中曲瀬 留美子

主事 :鈴 木 智 巳
ボラ
'.テー
イフ係

居宅介護支援事業所

主 事 :山之内 淳 子

(訪間介護事業
主査兼務)

通所 介 護 事 業 所
(バ■卜1名、

1  運転手 1名)

地域福祉係主査 (兼務)
主 事 :ノ入 代 政 明
主事補 :平 田 隆 子
主事補 :坪 田 ハル子
主事補 :有 野 干恵子

松 下 トモ子

食の自立支援事業
(バ ー ト 4名 )

子
子
子
美
み

江
左
　
　
よ

美
日
光
明
き

辻
村
坂
　
村

小
有
西
瀧
徳

南
南
甫
南
南

事
事
事
事
事

主
主
主
主
主

支 所 長 1山 元 力□代子

庶 務 係 堂 薗 由美子

地 域 福 祉 係

係
ア祉シ
↓

福
ン
タ
域わ
り

地
＜

務兼子
み
子

代
よ
加
き
祥

元
□
田

山
谷
吉

福祉サ■ビス係

居宅介護支援事業所 主 査 :古 澤 秀 子
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明支所

T899-7402

志布志市有明町野井倉 1767
Te1  099-474-0310
Fax 099-474-0640

有明支所長 清 水 正 樹

合併|こより規模は拡大してまい

りますが、今まで養われたノウハ

ウや経験 。人材を十分に生かしな

がら地域に根ざした事業を展開し
て参りたいと思います。

11■
'喘
″喘

'■

|・II・■

密や|ギ||ます
誰もが安心して志布志市社会福祉協議会は、地域福祉を推進する中核的な団体として、

暮らすことのできる福祉のまちづくりを推進することを使命とします。

支所長 1清 水 正 樹

循[係務庶 牧 本 志 保

地 域 福 祉 係

係

一
一

祉
″一ト

計田
テ

一

‐‐
ネ

ン
タ

勁
ル
一υ

地
Ｋ

博
司
みと

友
剛
ひ

目
平
原

勝
下
中

査
事
主
主

福祉サTビ ス係

居宅介護支援事業所
代
子
子

つさ
睦
晶

野
村
川

小
中
南

査
事
事

主
主
主

助
ト
栗
各
事
‐８
護
ト
↑

一

間
バ
詢
そ

子
卒一つ

昭
め

山
府Ｒ

松
今

査
車
主
幸

珈勧
護

２

介

ト婦ト
調
０

岩 下 奈穂子
(サービス提供責任者)

支 援 費 事 業 所
(バートヘルバー業務)

主査 :秋  山 ま ち

食の自立支援事業
(パート4名 )

り
子
子
子
子
子
子

が
　
ゲ
ち

ゆ
安

シ
み
鈴
夏
良

永
野
山
□
保
藤
田

久

福
小
崎
原
萩
安
福

査
人理

主
調

志布志市社会福祉協議会の主な事業は…

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

各
種
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

地
域
福
祉
事
業

心
配
ご
と
相
談
所
開
設
事
業

障
害
者

・
母
子

・
高
齢
者

・
児
童
福
祉
事
業

各
種
福
祉
資
金
の
融
資

食
の
自
立
支
援
事
業

居
宅
介
護
支
援
事
業

（ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
）

訪
問
介
護
事
業

・
訪
問
入
浴
介
護
事
業

通
所
介
護
事
業

（デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
）

支
援
費

（身
障
）ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

精
神
障
害
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

-4-



チ
打
ち
そ
ば
作
り
体
験

今
回
は
松
山
地
区
で
昨
年
行
わ
れ
た
手
打
ち
そ
ば
作
り
体
験
を
特
集
し
ま
し
た
。

『手
打
ち
そ
ば
を
つ
く
り

お
年
寄
り
へ
の

お
届
け
を
し
ま
せ
ん
か
！
』

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
チ
ラ
シ
の
配

布
を
始
め
た
の
が
平
成
八
年
。
早
く
も
十

回
目
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
業
と
な
り

ま
し
た
。

年

越

し

そ
ば

と
し

て
は

ひ
と

月
余

り
早

い
十

一
月

二
十

九

日

（火
）
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、

三
十

六
名

の
ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア

の

参
加
に
よ
り
、
そ
ば
打
ち
か
ら
薬
味
の
切

り
分
け

。
パ
ッ
ク
詰
め
と
賑
や
か
に
手
際

よ
く
各
作
業
が
進
み
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
手
打
ち
そ
ば

。
つ
ゆ
の

セ
ッ
ト
は
、
松
山
町
内
に
住
む
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
、
町
内
に
身
寄
り
の
い
な
い

高
齢
者
を
対
象
に
し
た
百
三
十
八
名

へ
、

民
生
委
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
安
否
確
認

の
声
か
け
運
動
を
兼
ね
て
配
達
を
し
て
ま

わ
り
ま
し
た
。

一一
一一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，■
・
■^
」一
　
・・　
一‐‐

そ
ば
を
受
け
取
っ
た
高
齢
者
の
方
々
か

ら
「お
い
し
か
っ
た
～
あ
り
が
と
う
ね
～
」

と
、
感
謝
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
み
ん
な
の
暖
か
い
手
。

気
持
ち
の
こ
も
っ
た
「手
打
ち
そ
ば
」
。
松

山
町
と
し
て
は
最
後
の
そ
ば
作
り
体
験
で

し
た
が
、
楽
し
く
有
意
義
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

「合
併
し
た
ら
こ
の
事
業
は
ど
う
な
る

ん
だ
ろ
う
～
」
等
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
事
業
は
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い

き
ま
す
。
超
高
齢
化
と
な
り
つ
つ
あ
る
今

日
、
将
来
必
ず
避
け
て
通
る
こ
と
の
出
来

な
い
未
来
の
自
分
が
そ
こ
に
は
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（助
け
合
い

。
支
え
合

い
）
人
間
は

一
人
で
は
生
き
て
い
け
な
い

生
き
物
。
人
に
喜
び
を
与
え
れ
ば
自
分
の

喜
び
に
な
り
ま
す
。
し
か
め

っ
面
よ
り
笑

顔

―志
布
志
市
と
な

っ
た
今
か
ら
、
沢
山
の

あ

い

（出
会

い

。
分

か
ち
合

い

。
心

の

愛

・
支
え
あ
い
）
を
、
皆
で
育
て
て
笑
顔

と
言
葉
の
飛
び
交
う
明
る
い
志
布
志
市
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

プロ級の腕の見せ所 ||

出来上がり♪

警亀 ゝ

志布志本所 (志布志健康ふれあいプラザ内)
………………………………・…………………毎週水日程日

…
釉譲民基尋5瓶』縞 磯3『番δ、

~5菖
覇JI

あ越し下さい。なお相談料は頂きません。     |
|

|

9 :30～ 15:30   1
|

|松 山 支 所 (志布志市老人福祉センター内)
・…………………………・7日 Ok)22日 (/1C)  9:00～12:00  1

:

… … … … … … ・ … … … ・

                                               l有 明 支 所 (志布志市市民センター内)
…・・……………………・6日  (月 )20日  (月 ) 10:00～ 15:00  1

4月 より日時等は統合される予定です。

包丁づかいはまかせてネ
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有 明 地 区 志 布 志 地 区 松 山 地 区

P
●
カ 募 金 1,889,760 2,257,614 1,189,300

街 頭 募 金 64,259 147,192 0

法 人 募 金 199,000 32,000 0

学 校 募
一

金 52,786 143,265 29,838

職 域 募 金 16,896 24,315 48,225

イ ベ ン ト ・興 業 募 金 299,375 7,649 86,547

そ の 他 0 54,128 24,663

計 2,522,076 2,666,163 1,378,573

目 標 額 2,139,000 3,160,000 1,070,000

平成17年度 赤い羽根共同募金実績
赤い羽根共同募金歳末助け合い募金運動は、市民の皆様、児童・生徒の皆様、職域団体
の皆様方のご理解、ご協力により下記の実績を上げることができました。志布志市社会

福祉協議会に配分された募金は各福祉事業の財源になります。心から感謝申し上げます。

2,251
中 学 校

5,251

3,078

高等学校

一般募金

学校募金

小学校

法
人
募
金

額
称
峰

有
明
地
区

み
や
じ
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　

　

一

小
松
の
里

野
間
畜
産

宝
満
自
動
車

内
田
自
動
車
整
備
工
場

飯
山
歯
科

三
七
十
庵

０
伊
崎
田
養
魚
場

０
メ
ガ
ネ
の
福
留

桑
水
建
設

山
中
水
道

有
伸
塗
料
商
会

堀
苑
運
送

田
中
石
油
店

立
山
自
動
車

上
野
石
油
店

福
崎
精
米
所

ぬ
き
さ
こ
Ｎ

ｕ
Ｋ
Ｋ
店

高
原
写
真
館

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
ケ
ン
ジ

か
す
が
歯
科

あ
り
あ
け
苑

藤
崎
自
動
車

加
藤
鮮
魚
店

鍋
山
自
動
車

有
明
総
合
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

清
雲
本
田
モ
ー
タ
ー
玖

味
の
ヤ
マ
ヒ
ロ
亭

志
布
志
酪
農
業
協
同
組
合

シ
ョ
ピ

ン
グ
橋
□

ハ
ー
テ
ィ
ー
な
が
や
ま

募
金
箱

我
称
峰

有
明
地
区

有
明
町
役
場

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

あ
あ
ぞ
ら
農
協
本
支
所

あ
お
ぞ
ら

一
丁
目

Ａ
コ
ー
プ
あ
あ
ぞ
ら

伊
崎
田
郵
便
局

有
明
郵
便
局

野
井
倉
郵
便
局

蓬
原
郵
便
局

山
重
郵
便
局

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
、
ｏ
七
五
円

松
山
地

区

国
分
屋

松
山
町
役
場

き
り
の
き
精
肉
店

奥
野
菓
子
店

馬
場
商
店

松
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

松
山
町
役
場

ア
イ
シ
∃
ツ
プ
松
山
新
橋
店

秋
の
陣
祭
り
時
募
金
箱

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
、
ｏ
六
四
円

さ
め
し
ま
歯
科

志
布
志
地
区

賀
寿
園

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

岩
本
か
し
わ
専
門
店

街
頭
募
金

我
称
峰

志
布
志
地
区

エ
プ
ロ
ン
ロ
ー
ド

サ
ン
ポ
ー
ト
し
ご
し
ア
ピ
ア

ニ
シ
ム
タ
志
布
志
店

タ
イ
∃
―
志
布
志
店

サ
ン
キ
ュ
ー
西
志
布
志
店

合
計
　
　
　
　
　
　
　
一
四
七
、　
一
九
二
円

一〇
、
〇
、
〇
、
〇
、
〇
、
〇
、
〇
、
〇
、
〇
、
〇
、
五
、
五
、
五
、
五
、
五
、
五
、
五
、
五
、
五
、
五
、
五
、
五
、
一二
、
一二
、
一二
、
一二
、
一二
、
一二
、
一二
、
一二
、

一

一
、

一

一
、ヽ

三
二
、
〇
〇
〇
円

二
三
、
〇
〇
七
円

〇

〇

〇

円

〇

〇

〇

円

〇

〇

〇

円

〇

〇

〇

円

〇

〇

〇

円

〇

〇

〇

円

〇

〇

〇

円

〇

〇

〇

円

〇

〇

ｏ

円

〇

〇

〇

円

〇

〇

〇

円

〇

〇

〇

円

〇

〇

〇

円

〇

〇

〇

円

〇

〇

〇

円

〇

〇

〇

円

〇

〇

ｏ

円

〇

〇

〇

円

〇

〇

〇

円

〇

〇

〇

円

〇

〇

〇

円

〇

〇

〇

円

〇

〇

〇

円

〇

〇

〇

円

〇

〇

〇

円

〇

〇

〇

円

〇

〇

〇

円

〇

〇

〇

円

〇

〇

〇

円

〇

〇

ｏ

円

〇

〇

〇

円

〇

〇

〇

円

〇

〇

〇

円

松 山 小 学 校

地区径 皇___棟 __煮 _1_宣 堕額 __

有  明 里崎即申学検_L_ 1479
有 明 中 学 校 5,372

出 水 中 学 校

宇 都 中 学 校

地区名 学  校  名

志布志高等学校

寄附額

22,858

53,506
志布志

有 明 小 学 校

伊 崎 田 小 学 校

通 山 小 学 校

神 小 学 校

原 田 小 学 校

八 野 小 学 校

森 山 小 学 校 2,969

原 小 学 校

重 小 学 校 3,670

楽 小 学 校 5,955

月 小 学 校 12,466

3,608

布 志 小 学 校 18,221

松山中学生による募金活動 (秋の陣祭りにて)
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個
人

・
団
体
募
金

額
称
峰

有
明
地
区

上
野
卓
志
　
　
　
　
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

志
布
志
地

区

吉
満
　
セ
ツ
子

秋
葉
　
ト
シ
ヨ

前
田
　

一
夫

匿
名
志
布
志
町
役
場
職
員

更
生
保
護
女
性
会

前
川
清
流
会

健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
館
内

寿
司
虎
志
布
志
店

山
□
内
科

合
計

松
山
地
区

有
馬
　
和
増

佐
野
　
ス
ミ

松
原
　
千
恵
子

吉
田
　
祥
子

築
地
　

ミヽ
ツ
ヱ

本
藤
　
ト
ミ

匿
名
曽
於
建
設
士
会
青
年
部

松
山
町
役
場

【図
書
カ
ー
ド
】

松
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

【図
書
カ
ー
ド
】

合
計
　
　
　
　
　
　
　
エハ
五
、
四
〇
〇
円

九
五
、　
一
四
五
円

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご協力ありがとうございます。

歳末助け合い募金

さ、を支」

掛金 1腸
ン300円Bフラン500円C″ 700円

天災危険補償タイプもあります

●活動場所と自宅との

往復途上の事故も補償

●防災 ・災害のボランティア

活動も補償

●ボランティア自身の食中毒や

熱中症も補償

●地震等天災によるケガも補償
(天災タイプ加入の場合)

補償

ボランティア行事に参加中の
ケガや賠償事故を補償 !

ヘルバー ・ケアマネージャー等の活動中の

ケガや賠償事故を補償 !

送迎サービス中の交通事故による
ケガを補償 !

軍写写
写
ニ
ァ活動中のケガや賠償事故を幅広く

お申し込み、ご照会は、志布志市社会福祉協議会ヘ

社会福祉法人
団体契約者 全国社会福祉協議会
この保険は、全国社会福祉協議会が保険会社と一括 して契約を行 う団体契約です。

薇 扱た理店 株式会社 福 祉 保 険 サ ー ビ ス

〒1000013  東京都千代田区霞ヶ関332新 霞が関ビル 17F

TEL:03(3581)4667 FAX:03(3581)4763
hittp//www fukushihokenoco jp

<引受幹事会社>日本興亜損害保険株式会社
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皆
様
の
善
意
に

感
謝
い
た
し
ま
す

次
の
方
々
よ
り
香
典
返
し
の
お

礼
に
か
え
て
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し

上
げ
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
頂
き
ま
し
た
ご
寄

附
は
、
志
布
志
市
の
地
域
福
祉
向

上
の
た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

集
落
名
　
寄
附
者
名
　
物
故
者
名

（敬
称
略
）

旧

Ш

上
　
町
　
上
原
ミ
リ
　
故
幸

一

上
　
町
　
上
原
郁
夫
　
故
ミ
ヱ
子

月
　
野
　
竹
元
良
治
　
故
ミ
ヤ

東
野
久
尾
　
田
中
光
子
　
故
昭
爾

上
　
松
　
中
島
　
豊
ユ
　
故
フ
ミ

畑
村
釘
　
西
田
チ
ヱ
　
故
村
中
敏

南
　
中
　
古
郡
チ
ヨ
　
故
榮
二

射
　
場
　
深
江
八
重
子
　
故
卓

平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら

平
成
十
八
年

一
月
二
十
一
日
ま
で

口
Ⅲ
問

中
　
島
　
新
留
ヨ
ン
子
　
故
辰
巳

沢
目
記
　
西
村
文
子
　
故
孝
良

中
　
宮
　
忠
隈
ヨ
リ
子
　
故
谷
ロ
ヨ
ン

中
全
子
日

木
崎

ラヽ

不ヽ

故
栄

一

上
出
水
　
上
田
幸
次
　
故
サ
サ
エ

松
　
波
　
束
前
和
実
　
故
重
賞

片
　
野
　
竹
山
ミ
エ
　
故
信
夫

森
　
山
　
仮
屋
国
広
　
故
ス
ミ
コ

上
天
神
　
加
治
屋
マ
チ
子
　
故
正

一

下
小
西
　
山
下
　
晃
　
故
ミ
サ
ヲ

下
東
谷
　
椒
原
睦
秋
　
故
セ
ツ

昭
和
台
　
神
田
勇

一　

故

コ
ヨ
ネ

森
　
山
　
森
村
哲
哉
　
故
ミ
ヤ
子

大
　
迫
　
一局
吉
峯
行
　
故
初

町
　
原
　
士
口
川
睦
子
　
故
長
弘

高
　
士
口
　
水
野
明
美
　
故
日
一局
ア
ヤ
ミ

平
　
城
　
長
野
　
栄
　
故
文

北
大
原
　
小大
　
和
子
　
故
亘

町
　
原
　
坂
垂
署
代
子
　
故
光
明

中
田
屋
敷
　
樋
渡
葉
子
　
故
秀
人

上
小
西
　
野
邊
サ
ワ
子
　
故
安
男

平
成
十
七
年
十
二
月
三
日
か
ら

平
成
十
八
年

一
月
三
十

一
日
ま
で

□
Ⅲ
□

野
神
校
区
　
宮
里
冨
義

中
方
限
　
小
平
孝
志

東
押
切
　
中
野
信
雄

蓬
原
中
野
　
岩
根
憲

一

上
馬
場
　
徳
下
種
昭

蓬
原
中
野
　
山
倉
雄
二

下
縄
瀬
　
萩
迫
ミ
ヱ

小
　
松
　
小
宇
で

工ヽ
子

東
原
中
　
安
荘
サ
ギ

東
原
西
　
萩
　
順
子

供
養
松
　
牧
　
　
実

通
　
山
　
鮫
島
秀
明

中
畔
部
合
　
南
　
昭
子
　
故
樽
ロ
セ
昌

大
久
保
　
一昌
山
久
子
　
故
通
雄

重
　
田
　
菊
池
ゆ
か
り
　
故
勝
則

東
中
組
　
峯
崎
善
通
　
故
タ
シ

川
　
添
　
牧
　
ト
シ
　
故
早
苗

片
　
平
　
宮
路
瑞
子
　
故
重
信
文
子

日
置
市
　
仮
宿
明
子
　
故
正
省

第
一
上
苑
　
吉
原
ノ
リ
子
　
故
諒

押
切
西
　
磯
脇
綾
子
　
故
崇

日
南
市
　
原
田

一
夫
　
故
キ
ヨ
ノ

川
　
路
　
安
田
マ
サ
子
　
故
亘
男

士
心
　
陽
　
山
本
謙

一
　

故
ツ
ヤ

ド
野
井
倉
　
一示
之
嶺
正
昭
　
故
ハ
ツ
エ

川
　
路
　
和
佐
幸

一　

故
ツ
ル
子

芝
　
用
　
井
手
籠
春
香
　
故
サ
ギ

平
成
十
七
年
十

一
月

一
日
な
ら

平
成
十
八
年

一
月
二
十

一
日
ま
で

●

篤

志

寄

附

金

一

次
の
事
業
所

。
団
体

・
個
人
の

方
々
よ
り
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

地
域
福
祉
向
上
の
た
め
に
有
意

義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（敬
称
略
）

一松
山
地
区
．

上
原
郁
夫
　
（上
町
）

五
〇
、
○
○
○
円

松
山
町
商
工
会
女
性
部

二
〇
、
○
○
○
円

丸
山
律
子
　
（西
馬
場
三
区
）

二
、
五
〇
〇
円

中
原
長
門

　

（馬
場
）

三
六
、
○
○
○
円

匿
名
寄
附

　

一
件

二
、

五
〇
〇
円

平
成
十
七
年
十
月

一
日
か
ら

平
成
十
八
年

一
月
二
十

一
日
ま
で

日
Ⅲ
此

川
崎
ヒ
サ
エ
　
（下
大
黒

一
丁
目
）

一
、
〇
四
九
円

（
一
円
玉
寄
附
）

平
成
十
七
年
十
二
月
二
日
か
ら

平
成
十
八
年

一
月
三
十

一
日
ま
で

有
明
地
区

一

あ
お
ぞ
ら
農
協

。
肉
質
研
究
所

一
〇
〇
、
○
○
○
円

曽
於
農
業
共
済
組
合
南
部
支
所

一
〇
、
○
○
○
円

有
明
町
内
郵
便
局一
〇
、
○
○
○
円

飯
山
ド
ン
キ
ー
ズ二
四
、
〇
八

一
円

蓬
原
郵
便
局

五

一
、
四
四
四
円

鉾
立
和
也

（芝
用
）三
、
八
〇
〇
円

匿
名
寄
附

　

一
件
九
、
四
八
五
円

平
成
十
七
年
十

一
月

一
日
か
ら

平
成
十
八
年

一
月
三
十

一
日
ま
で

一
一一一一
〓
一
一^
一一
，
一

次
の
方
々
よ
り
被
災
者

（地
）

の
助
け
に
な
れ
ば
と
義

（救
）
援

金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
赤

十
字
社
を
通
じ
て
被
災
地
に
届
け

ら
れ
ま
し
た
。
（敬
称
略
）

Ｔ

凹

。
新
潟
県
中
越
地
震
一
一
、
六
〇
九
円

上
床
客

一
、
永
田
俊
文

。
宮
崎
県
台
風
十
四
号
被
害
義
援
金

三
〇
、
〇
五
三
円

半
下
石
剛
、
永
田
俊
文
、
永
山
セ
ツ

や

っ
ち
く
祭
り
募
金
箱

・
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
地
震

一
六
、
○
○
○
円

半
下
石
剛
、
費
地
順

一
、
黒
木
昭
満

平
成
十
七
年
十
月

一
日
か
ら

平
成
十
八
年

一
月
二
十

一
日
ま
で

物
　
□田
　
寄
　
附

志
布
志
地
区
一

。
一
丁
田
み
そ
こ
う
じ
店

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

の

方
々
へ
新
年
の
お
祝
い
に
甘
酒
を

頂
き
ま
し
た
。

有
明
地
区

。
志
布
志
酪
農
業
協
同
組
合

町
内
に
子
供
の
い
な
い

一
人
暮

ら
し
高
齢
者
の
方
々
に
牛
乳
を
頂

き
ま
し
た
。

。
原
田

一
夫

（日
南
市
）

車
イ
ス

故
エ
チ
子

故
辰
己

故
島
故
ミ
エ

故
ア
ヤ

故
雄
三

故
籠
美

故
政
則

故
利
徳

故
輝
美

故
ス
ミ
エ

故
イ
ネ
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